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１．はじめに 

農作業・食品加工の機械化・自動化を進めてい

く上で、今後マシンビジョン技術が果たす役割は

大変大きいと考えられる。本研究では食品の自動

認識を目指した研究の一環として、ファジー推論

とハフ変換を利用した画像中の穀粒の自動検出

を試みた。 

２．アルゴリズムの概要 

 図 1に本研究で作成した計算機プログラムのフ

ローチャートを示す。本プログラムでは主に、穀

粒の輪郭画像(図 2)からハフ変換を用いて楕円を

検出することにより穀粒の検出を行った。しかし

ながらハフ変換にて楕円の検出を行う場合は通

常 5つの変数を推定する必要があり、そのために

は5次元配列を使用するため計算負荷が非常に大

きい。本研究では画像から得られた色情報からフ

ァジー推論 1)により穀粒種を判別し、楕円の扁平

率を穀物種毎に固定することにより推定する変

数を削減し計算負荷を低減した。またハフ変換を

高速化するためマルチスレッドによる並列処理

を行った。 
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図 1. 穀粒検出のフローチャート 

 
図 2. 明度に対する輪郭(エッジ)画像 

 

図 3. 穀粒の検出結果 

 

3．結果 

 図 3 に穀粒(大豆)の検出結果画像を示した。穀

粒が重なり輪郭線が一部欠損している穀粒につ

いてもハフ変換により検出することが可能であ

った。 
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